
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

このチラシは雑紙としてリサイクルできます。 
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講座レポート 

トップ第 1 位 

大規模修繕？ 

令和３年度 集まれ！わんぱくキッズ 

～お父さん出番です～第 4弾 

スポーツ鬼ごっこ大会！ 
 沖野東小学校、沖野小学校おやじの会と連携し

て子ども向け事業を行う講座ですが、今回は新し

くスポーツ鬼ごっこを行いました。スポーツ鬼

ごっこはチーム戦の鬼ごっこで、相手の宝を多く

とった方が勝ちです。仙台スポーツ鬼ごっこ愛好

会の松井さん、佐々木さんにご指導いただきまし

た。 

 二人によるルール説明の後は早速実践です。最

初はバラバラに個人で動いていましたが、回を重 

ねる毎にチームプレーが

出来てきていました。参

加した 20人からは「楽

しかった」「また参加し

たい」との声が多く聞か

れました。 

3/27 
開催 

令和 4年度折り紙ボランティア養成講座 

第 1回 伊達家の家紋と紋切型で遊ぶ 

この講座は折り紙で地域社会へ貢献する「折り

紙ボランティア」を養成するものです。今回は仙

台市博物館の飯淵さんから紋切を教わりました。 

紋切の由来についての説明の後、早速作成に入

りました。折り紙を規定数折り、型紙に合わせて

切り取ると完成！和紙で紋切を作り、台紙に貼っ

て飾りにする人もいるそうです。参加した 10名

の皆さんは難易度が高いものにも挑戦し、楽しん

でいました。 

当講座は 5年目を

迎え、集大成となる

年度です。今後の皆

さんの活躍から目が

離せません。 

4/14 
開催 

「折り紙ボランティア養成講座」受講生募集 

対象：折り紙、ボランティア活動に興味がある方 

内容：季節の折紙作成や展示、発表会への参加、折り紙指導等 

詳しくは沖野市民センターまでお問合せください 

若葉眩しく、清々しい空気の中、再び田植えの季節が巡って参りました。 

しかしながら、今年度も残念ながら新型コロナウィルス感染症第 7波の猛威の下、沖野東小学校の校庭

の仮設事務所で 3名しかいない職員で、さぞや暇で暗いだろうと思いきや・・・ピカピカの 1年生を迎え

た児童館の子ども達の熱気と周辺の自然に溢れた環境に元気をもらい、何やかんやで慌ただしい毎日を送っ

ております。 

さて、秋にはリニューアルして再開予定ですので、11月末にはリニューアル記念のコンサートと活動発

表会を開催する方向で準備を始めました。 

充分な対策の上、地域の多くの方にご参加・ご来館頂き、地域の交流の拠点としての市民センターと児童

館の再出発が出来れば・・と考えておりますので、ご理解・ご協力・ご支援をよろしくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横堀西町内会 

約 490世帯で小学生は沖野小・沖野東小にまたがり、子ども会も横堀西と中柵東

に所属しています。町内会おもとクラブでの行事の中で長期にわたる活動は、女性部

による７５歳以上の高齢者を毎月安否確認訪問、誕生日には細やかなお祝い品を渡し

ました。また、不定期ではあるが歩け歩け運動として東高や広瀬川河川敷方面へ

ウォーキング、更にはコロナ禍で中止されておりますが集会所でのサロン活動はコ

ミュニケーションの場として参加を楽しみにしている方も多い。男性陣の参加が少な

いのが気になりますが、コロナ禍が収束し以前のような賑やかなサロン活動が期待さ

れ、他の部も以前のような町内会活動が待たれる今日この頃です。 

 

 

 

地 域 団 体 紹 介 

～地域情報コーナー～ 

 

沖野東小学校 校長 大友英之 

このたび、沖野東小学校に赴任いたしまし

た大友英之と申します。教員人生初の若林区

着任で、どのような子供たちや地域の方との

出会いがあるのかと、楽しみにしておりまし

た。どうぞよろしくお願いいたします。自己

紹介とのことでしたので、幼少期のことを書

かせていただきます。私は、父親の仕事の都

合で県北を何度か引っ越し、転校も 2度経験

しました。牡鹿半島にある小学校に入学し 3

年生までを過ごしました。海辺の集落に住ん

でいたのですが振り返るとすぐに山があり、

海でも山でも存分に遊び回りました。夜、布

団に入ると、波の音が聞こえるのですが、春

になると目の前の田んぼから蛙の合唱が騒が

しくなり、波の音をかき消していたことを覚

えています。そんな浜辺の集落も震災で何も

なくなってしまいました。大人になってから

訪れることがなかったので、行っておけばよ

かったなと少し後悔しています。これからの

子供たちにも故郷の大切さを教えていきたい

ものです。 

 

 

 

沖野小学校 校長 堀越俊秀 

3月 25日、事務手続きのために沖野小学

校に参りました。少し早く着いたので、校庭

を散策していると，二人の男の子と出会いま

した。二人の男の子は，自分から先に「こん

にちは」と元気よく挨拶してくれました。そ

の瞬間，私は沖野小学校が大好きになりまし

た。挨拶の大切さを改めて感じさせてくれた

瞬間でもありました。 

沖野小学校では「おきののあいさつ」を頑

張っています。自分から「お」さきに、「き」

もちを込めて、「の」びのびと、挨拶します。

とてもすばらしい取組だと思い、始業式では

「今年度も引き続き頑張りましょう」と子供

たちに投げ掛けました。また、思いやりの第

一歩は挨拶という話もしました。沖野小学校

では、「思いやりと元気あふれる沖野っ子」に

なることを目指しています。私も子供たちと

ともに、思いやりと元気あふれる沖野っ大人

になれるよう頑張りたいと思います。 

 

 

今年度赴任してこられた小学校の校長先生お二人にご寄稿頂きました。 


